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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年9月6日(2012.9.6)

【公開番号】特開2012-93252(P2012-93252A)
【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-241173(P2010-241173)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/244    (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ   5/244   　　　Ｊ
   Ｇ０１Ｂ  11/26    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月20日(2012.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンコーダ本体と、前記エンコーダ本体に対し回転自在な回転軸とを有し、前記エンコ
ーダ本体に対する前記回転軸の相対的な回転角度を検出するロータリエンコーダと、
　前記エンコーダ本体の前記回転軸周りの絶対的な回転角度を一定範囲内に規制する規制
部材と、
　前記エンコーダ本体の前記回転軸周りの絶対的な回転角度を検出する絶対角度検出手段
と、
　前記ロータリエンコーダが検出した回転角度を、前記絶対角度検出手段で検出した回転
角度に基づいて補正する補正手段と、
　を備えたことを特徴とする角度測定システム。
【請求項２】
　前記絶対角度検出手段は、前記エンコーダ本体に対して非接触で前記回転角度を検出す
る非接触角度検出手段であることを特徴とする請求項１に記載の角度測定システム。
【請求項３】
　前記非接触角度検出手段は、レーザ干渉計を用いたものであることを特徴とする請求項
２に記載の角度測定システム。
【請求項４】
　前記規制部材は、前記エンコーダ本体の基準位置を鉛直下方に付勢する錘部材からなる
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の角度測定システム。
【請求項５】
　エンコーダ本体と、前記エンコーダ本体に対し回転自在な回転軸とを有し、前記エンコ
ーダ本体に対する前記回転軸の相対的な回転角度を検出するロータリエンコーダを用いる
角度測定方法であって、
　前記エンコーダ本体の前記回転軸周りの絶対的な回転角度を一定範囲内に規制し、
　前記エンコーダ本体の前記回転軸周りの絶対的な回転角度を検出し、
　前記ロータリエンコーダが検出した回転角度を、前記検出した絶対的な回転角度に基づ
いて補正することを特徴とする角度測定方法。
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